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～ 自治会の未来を考える ～

市民協働課　 （25）8526

基礎情報（H29.1 月現在）
区・自治会名：高木浜自治会
世 帯 数：５７世帯
高齢化率：２４％

　今回は、昨年６月にマキノ町高木浜自治会で開
催された集落座談会のようすを紹介します。
　高木浜自治会は、平成 23 年に設立された新し
い自治会です。現在の自治会員は、比較的若い年
齢層で構成されていますが、20 年後、30 年後
の集落のあり方を見据えて開催されました。
　座談会では、自治会活動の担い手不足や役員ご
との負担の偏り、地域内交流や世代間交流の場面
づくりの難しさ、防災・防犯に関する心配ごとな
どが話し合われました。主な意見としては、「マ
キノ駅前ということもあり、住民の転入者が多い。
顔を知らない方もあり、いざというとき誰を頼っ

たらいいのか分からない。現在は集会所施設がな
く気軽に集まれる場所がない。空き地や定住され
ていない家屋があり、管理面に不安を感じている」
などが出されました。
　「いろいろな課題や心配ごともあるが、今後も
現在取り組んでいるサロンや納涼祭を中心に、普
段から顔の見える付き合いの場を提供していきた
い。また、マキノ町の玄関口として美しい環境を
守っていきたい」など、自治会活動を通して、人
のつながりを大切に安全・安心な地域づくりへの
思いが共有されました。
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取
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。
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。
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ど
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取
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。

　

全
国
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
人
口
減
少
を
は
じ
め
、
高

島
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療
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図
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。
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山
の
「
過
小
利
用
」
の
時
代
が
続
き

過
ぎ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
き
っ
と

多
く
の
人
が
そ
ん
な
危
機
感
を
持
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
地
元
の
先
輩
た
ち
と
話
を
し
て
い
る

と
、
か
つ
て
は
山
の
資
源
が
じ
つ
に
多

様
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
教
え
ら
れ

ま
す
。「
こ
の
小
屋
は
、
ほ
と
ん
ど
自

分
の
山
の
木
を
使
っ
て
つ
く
っ
た
。」

「
母
屋
も
そ
う
だ
。
土
台
は
ク
リ
、
柱

は
ア
ス
ナ
ロ
、
梁
は
ア
カ
マ
ツ
、
外
壁

や
内
壁
や
天
井
板
は
ス
ギ
、
板
戸
は
天

然
ス
ギ
の
一
枚
板
、
物
置
の
腰
板
は
モ

ミ
。」
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
そ
し
て
、

木
質
繊
維
、
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べ
ら
れ
る
野
生
植
物
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油
料
植
物
、
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、
燃
料
用
の
柴し

ば

や
薪
、

茅か
や

な
ど
、山
は
ま
さ
に「
宝
の
山
」だ
っ

た
の
で
す
。

　
私
た
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、
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つ
て
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じ
よ
う
な
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は
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き
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せ
ん
。
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も
あ

り
ま
せ
ん
。
で
も
、
大
き
く
育
っ
た
ス

ギ
を
は
じ
め
、
山
に
は
可
能
性
を
持
っ

た
多
様
な
資
源
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

生
か
さ
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体

的
な
ア
イ
デ
ア
は
思
い
つ
か
な
い
の
で

す
が
、
そ
ん
な
分
か
ら
な
い
、
遠
い
と

こ
ろ
に
あ
る
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
挑
戦
し

て
み
る
価
値
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
山
が
「
多
面
的
機
能
」
を
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
成
熟
し
た
「
大
森
林
」
だ

け
で
は
だ
め
で
す
。
定
期
的
に
草
を

刈
っ
た
り
木
を
伐
っ
た
り
、
必
要
な
木

を
植
え
て
利
用
し
た
り
、
そ
う
し
た
明

る
く
て
や
さ
し
い
環
境
の
山
も
必
要
な

の
で
す
。
山
全
体
に
、
草
原
か
ら
大
森

林
ま
で
多
様
な
ス
テ
ー
ジ
の
生
態
系
が

あ
る
こ
と
が
理
想
で
す
。
そ
ん
な
山
に

な
る
こ
と
で
、
よ
り
多
様
な
生
き
物
が

暮
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
多
様
な
森

が
あ
っ
て
、
多
様
な
生
き
物
が
い
る
。

こ
う
し
た
し
っ
か
り
し
た
生
態
系
が
あ

る
こ
と
で
山
が
安
定
し
、
私
た
ち
も
多

様
な
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　
山
の
日
が
、
山
と
人
、
木
と
人
の
こ

れ
か
ら
の
多
様
な
か
か
わ
り
方
を
考
え

る
日
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

木材利用促進の動き～認証取得の動き～
森林組合では、持続可能な森林の利用と保護をはか
るため、森林認証の取得を目指しています。高性能機械による施業

山の問題を解決しませんか？
　　＝「山の相談会」の案内＝

　今、かかえている山への不安、心配事はあり
ませんか？　山が荒れている。裏山から雨のた
びに土砂が流れてくる。サルやシカがよく出て
くる。自分の山の場所がわからない。隣との境
界がわかならい。そんな山の悩みを一緒に解決
しましょう。

　市では「山の相談会」と題して山についての
集落相談会を開催します。
　山についての心配事や悩みをお聞かせいただ
き、集落、市、滋賀県、高島市森林組合でタッ
グを組んで解決しましょう。

「山の相談会」開催のお問い合わせは、
　　　　　　　　森林水産課　 （25）8512
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特集　たかしまの森林を未来へつなぐ


